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＜病棟連絡事項＞
・特記事項なし。
＜患者様連絡事項＞
・澤口　利香様～ハップスター2袋処方。
・宮本　啓司様～便秘時）センノシド(12)2T　10回分処方。IFオーダーへ追加。
・沼畑　勲様、佐々木　章洋様　主治医面談実施。詳細は電子カルテ参照。
・立花　圭様～計画相談：橋本氏と母と本人の面談あり。詳細は電子カルテ参照。

＜転出＞
・小泉　安隆様～東D20　→　西A42
・宮本　啓司様～東C5　→　南A119
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～終日隔離中。午前・午後2時間の開放観察実施。眼光の鋭さや表情の硬さはなくスタッフ対応も穏やか。飲水ペースも一定を保てている。引き続き精神症状早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。開放後スタッフ付き添いにて入浴。帰棟後は自室で入眠しており、脱衣行為や不潔行為はない。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・澤口　利香様～終日隔離中。15:00～16:00の開放観察実施。各食不食。嗜好品は摂取出来ている。下痢訴え朝食後の酸化マグネシウム錠330㎎ 1T除剤。腰痛訴え8：35継続指示ロキソプロフェンＮａ錠60㎎ 1T 内服。やや表情冴えないが不機嫌さはなく対応穏やか。開放時はホールで口腔ケアを行い、不穏さはない。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・長瀬　伸也様～歯痛訴え8：30継続指示カロナール（200）1T 内服。主治医診察は入浴を理由に拒否するが、眼科受診訴えスタッフへの話し掛け多い。対応は穏やか。
・板橋　イマ様～やや臥床傾向であるが、排泄などは車椅子を押して歩行。帰宅要求や不穏さなし。
・佐々木　君雄様～徘徊目立たず臥床して過ごすが、対面時穏やか。不穏さや帰宅要求は聞かれず。
・木村　美智子様～指示の点滴実施中。安静臥床保てており、ライン弄りなし。寒天ゼリー使用し内服はスムーズに行えている。表情穏やか。排便-8日目であるが、腹満や嘔気等はない。









・藪　真弓様～　　奇異行動や不穏さはなく臥床して過ごす。衝動行為もない。昼食は眠気を訴え不食。幻視訴え頓服希望あり13：35継続指示レボトミン(25)1T内服。以後ホールで過ごす。
・渡部　和文様～不調や飲酒に関連した発言は聞かれず離脱症状なし。対面時穏やか。
＜田名部Dr.診察情報＞
・袴田　将志様～臨時薬ラツーダ(20)2T→3Tへ、ロドピン(25)2T→1Tへ変更となり、7日分処方。明日より開放観察時間拡大(10:00～16:00)の指示。
・大澤　朋広様～臨時薬は同内容で7日分処方。
・小澤　和子様～臨時薬はコントミン糖衣錠(50)1T→3T毎食後へ変更となり、7日分処方。

・長瀬　伸也様～臨時薬は同内容で7日分処方。面談日については早ければ明日16:00、12/22(火)11:00、12/23(水)15:30、12/25(金)16:00であれば主治医対応可能とのこと。
・大脇　ユミ様～点滴明日まで継続となる。
・安達　貴浩様～目がショボショボすると訴えあり、シアノコバラミン点眼液1本処方となる。
・金　留示子様～臨時薬は同内容で7日分処方。現在、生活保護検討中である。自宅への退院について主治医より確認されるが本人は夫様が変わっていなければ自身の体調が悪くなるため、考えられないと話している。

＜皮膚科診察＞
・沼畑　勲様～右手膿疱部にテラマイシン軟膏塗布+ソフラチュール塗布+ガーゼ保護へ処置内容変更となる。
・小笠原　久年様～爪周囲の皮膚症状は軽快。爪白癬ありテルビナフィン外用液塗布へ処置内容変更となる。
・澤口　利香様～本人希望にてヘパリン類似物質油性クリーム→ビーソフテンローション塗布へ変更となる。
